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会長挨拶         会長 棚橋 顯さん 

皆様こんにちは。先週
はガソリンの危険性につ
いて話をいたしましたが、
今日はガソリン価格の話
をいたします。 
 自民、公明、国民民主の
3党が 11日、ガソリン税
の暫定税率廃止で合意し
ました。日本のガソリン

には図のように複数の税がかかっています。一つは
ガソリン税で 1 リットルあたり計 53.8 円、石油石
炭税と温暖化対策税で同 2.8円。さらに消費税 10％
がかかっています。暫定税率は本来、全国の道路整備
の財源不足に対応するために昭和 49年に導入され、
現在はガソリン 1 リットルあたり、本来のガソリン
税 28.7 円に加え、25.1 円の暫定税率が上乗せ徴収
されています。平成元年の消費税導入時には、ガソリ
ン税が含まれた小売価格に消費税が課されることに
なり、二重課税状態が続いています。 
 「トリガー条項の凍結」という言葉を聞かれたこと
があると思いますが、トリガー条項とはガソリン価
格の全国平均が 3 カ月連続で 1 リットル 160 円を
上回ると自動的に発動して暫定税率を免除し、発動
後 3 カ月連続で 130 円を下回ると免除が停止する
“自動減免措置”のことですが、東日本大震災の復興
財源を確保するために凍結され現在に至っています。
国民民主党はこのトリガー条項の凍結解除を求めて
いましたが、今回の 3 党の合意により、一気に暫定

税率そのものが廃止される見通しとなりました。 
 暫定税率廃止でガソリン代金がどれくらい安くな
るかというと、経済産業省によると、レギュラーガソ
リンの店頭小売価格（今月 9 日時点）は、全国平均
で 1リットル 175円 70銭でしたので、単純計算す
ると、現在支給されている国の補助金がない場合で
も 165円台になると思われます。ただし地方税と合
わせて約 1兆 5000億円の減収が見込まれるために、
年収の壁の引き上げと同様に、地方財政への措置が
必要になると思われるので新たな税負担が発生する
かもしれません。 
 ガソリン車から電気自動車へと急激にシフトする
ようなことが言われていましたが、最近の欧州では、
購入時の補助金や税優遇制度の縮小、充電スタンド
の整備不足、市場価格が下がらないなどの理由で電
気自動車の普及が停滞しています。まだまだガソリ
ン車の需要は減らないと思いますので、来年度に暫
定税率の廃止が本当に実現するのか気になるところ
です。 
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認証伝達 

ポールハリス・ソサエティ  
ポリオプラス・ソサエティ 福西 康和さん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニコ BOX 

(神谷親宏さん卓話よろしくお願いいたします) 
        棚橋会長 

(本日の卓話、神谷さんよろしくお願いいたします) 
                中井幹事 

(前回 15年皆出席の表彰を頂きありがとうございま 
した)                 遠藤さん                                         
(卓話します。「M＆A」です)      神谷さん 
(2023-2024 年度理事役員の皆様、私のお疲れ様会
と記念品を頂きましてありがとうございました) 

藤掛さん 
                        

本日合計       24,000円 
累  計     1,227,110円 

 

委員会報告    

「会員満足度アンケート調査」の集計結果について 
クラブ戦略委員会委員長 寺本 善雄さん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

8 月の下旬にクラブ満足度のアンケート調査の協
力をいただきましてありがとうございました。 

58名の方にご協力いただいております。少し時間
がかかりましたが、アンケートの結果がまとまりま
したので、ご報告させていただきます。橋本さんに特
に力を入れていただいて、円グラフと棒グラフでま
とめてあります。本日 FAX連絡の方だけコピーして
お渡ししております。 
個別にいろいろ意見をいただいておりますが、そ

れはまた別途まとめてありますので、そちらもご覧
いただきたいなと思います。 

全般的に各質問に対して、熱い思いの方が多いと
感じ、うれしく思っております。将来のビジョン、戦
略、計画策定にこのアンケート結果を生かしていき
たいなと思っております。よろしくお願いします。 
このデータは、例会後に事務局から全会員の皆さ

んに配信させていただきますので、よろしくお願い
します。 

幹事報告                中井 規博さん 

本日の例会は「100 万ドル食事の日」です。1960
～61 年にロータリアンが 50 万人になったのを記念
して 1人 2ドルずつ食事代を節約して 100万ドルを
寄付したのが起源となります。名古屋みなとでは通常
の食事からカレーにすることで一人当たり 1,600 円
の差額となり年 5 回 8,000 円、クラブとして 50 万
円弱をロータリー財団に寄付しております。 
 
【地区】 
・12月 8日 第 4回グローバル奨学生・平和フェロ
ー委員会/奨学生候補者面接会 
（出席：長瀬さん） 
・12月 10日 第 4回社会奉仕委員会 
（出席：橋本美穂さん） 
・12月 12日 第 5回ラーニング委員会 
（出席：寺本さん） 
 
【配布物】 
・クラブ戦略委員会案内書 
・何でもやってみる同好会の釣り部会案内書 
・新入会員研修会案内書、今日からロータリアン（新
入会員のみ） 

・会員満足度アンケート 回答結果（FAX対応者 3名
のみ） 

・名古屋丸の内ＲＣ創立 30周年記念式典のご案内 
 

卓話 「Ｍ＆Ａ」  

ｍｓｆｐ株式会社  代表取締役 神谷 親宏さん 

本日は、M&Aについてお話さ
せていただきます。 
事業として成り立っているの

にもかかわらず、跡取りがいな
い、事業を継いでくれる方がお
らず黒字で廃業しているという
会社が、年間や約 6 万社ありま
す。第三者承継をしているとこ

ろもありますが、全体の数％しかないとデータも出てい
ます。 
なぜこのような話をしようと思ったのかをお話しする

前に、新入会員の方もいらっしゃいますので改めて自己
紹介させていただきます。私は大学を出まして、保険会社
三井住友海上社に 3 年間勤務し、リテールマーケットで
個人法人の営業の担当をしておりました。その後父の経



 3 

営する保険代理店へ入社し、現在保険代理店を引き継い
で、現在創業 60年目でございます。 
「M&A(第三者承継)」に考えが及ぶきっかけは、今か

ら 10年前、群馬県太田市の関東学園大学経済学部の第 1
回目の外部講師に招かれ、営業の講義をした時に、営業の
プロセスやアイデアを学生にお話しし、どう伝えるかで
随分変わるんだということをお伝えしました。若い人た
ちがスタート地点に立った時に、そのスタート地点に立
った時点が、もう既に一歩先に出ている人になってもら
いたいという気持ちが芽生えました。 
そこで、名古屋市立大学大学院に入学して、今も現在進

行形で、経済学研究科の研究生をしています。「進化型実
務家教員」として、学べる場があり、今後学生達のに教え
たり、伝えたりしたいという思いの中で専攻しています。 
あともう一つは、急激な人口減少です。超小子高齢化の

日本で、生産年齢人口である若い方が急激に減っていく
状態で、東京都でさえ 10年後は急激な人口減少が始まる
と言われています。この 1 年間で人口が約 50 万人減っ
ています。50万人減が 5年続いたら名古屋市は消えてし
まうぐらいのインパクトがあるということです。社会を
担っていく若者たち、また子供たちは社会に出た時、否応
なく少数精鋭にならざるを得なくなっていきます。個人
的には、コンビニの前で屯ろしているような若者たちの
ままだと、日本が潰れてしまうのではないかと、危機感を
感じています。それを回避するためにも、アントレプレナ
ーシップや、営業教育、第二創業(第三者承継)についても、
これから社会に出る若者に伝えていきたいと考えていま
す。 
また、学んだ学生たちが社会に出た時に、後継がなく、黒
字で廃業を選択している会社さんを引き継ぐ選択「第三
者継承」をしてみたい、という方を増やしたいと思いまし
た。この事業承継(第三者承継)、これは大切な事なんだと
いうことをひしひしと感じておりす。 
黒字にもかかわらず、事業は継続できたはずなのに後

継者がなく廃業になってしまった会社が年間約 6 万社と
言われています。日本経済にとって大きな損失です。ここ
を第三者承継により事業継続ができるようなればという
思いです。 
私は保険の仕事で日本全国の地方都市に行きますが驚

くほど人が減っています。私が山梨学院大学を卒業した
のは 34年前ですが、昨年、山梨を訪れたらゴーストタウ
ンになっていました。恐ろしいぐらい町が急激に衰退し
ていました。名古屋から出てみないとこの感覚は絶対わ
からないと思います。まだ名古屋は賑わいがありますが、
現実問題として、早く手を打たないと、今行動しないと、
日本の未来はないなと思いました。技術が消え、雇用がな
くなり、地域経済がなくなる、こういった現象が起きてい
ます。 
直面する後継者の経営問題です。会社を興し、法人で

も、個人でも事業をしますと、例外なく 5 つの出口が出
てきます。 

 
 

 

清算の場合は結構大変です。地域経済が地盤沈下して
いきます。従業員さんが毎日通っていた定食屋さんやコ
ンビニ、またその会社さんの取引業者さんたちは、顧客先
を失うことになります。そして、従業員の方は再就職のた
めに就職活動しなければなりません。 
このような清算する会社がご自身の会社の顧客先だと

すると、顧客先が自動的に年間約 6 万社消えていく、自
社の売上も消えていく、というのが現状です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
続いて本題の M&A(第三者承継)です。M&A(第三者承

継)を選ぶと、技術と雇用が承継されます。これは素晴ら
しいことです。日本のものづくりは凄く、技術・雇用を継
続することで、地域経済も守られます。仮に御自分の会社
を譲渡して売却するとなると、譲渡対価が皆さんに入り
ます。これが逆の立場から言うと、お客様先が残り、自分
のところの顧客が残り、売り上げが継続するということ
になります。 
皆さん羽衣文具さんという春日井市のチョークのメー

カーをご存知ですか？ 
 チョークをつくり続けて 80 年の技術が素晴らしい会
社でしたが、2015年に廃業する事になりました。廃業が
決まったところアメリカの教員組合から 4 トン注文がき
ました。このチョークがどんなものかというと、しなって
折れない、手に粉がつかず、黒板に書くと発色が良くとて
も見やすい、すごく品質が良いチョークでした。この技術
は、この会社しかありません。ところが、なぜ廃業したの
かというと、社長の体調不良と、お子さんが娘さんばかり
で会社を引き継がなかったという事、あとは単価の下落
と市場シェアの半減、いろんなことが重なって廃業とい
うことになってしまいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 4 

そして、この廃業を聞きつけた韓国の塾講師の方が、全
財産をはたいて、韓国からわざわざ羽衣文具さんに「この
会社を引き継ぎたい」と買い取りに来たそうです。この塾
講師は以前、東京に研修に来たときに羽衣文具のチョー
クをお土産でもらい、韓国の塾で使ったところ、発色がよ
くて見やすい、と塾の生徒からも好評だったそうです。会
社は塾講師へ承継され、韓国に技術も雇用もいってしま
いました。今このチョークを買おうと思うと韓国から輸
入しないと買えません。韓国の塾講師の方は見る目が良
かったのだと思います。まだまだこれから教育が盛んに
なってくる途上国など、マーケットはまだまだあるので、
この会社の売上は伸びています。 
 誰かが声を掛けていたら、わかっていたとしたら、私が
引き継ぎたいという方がいたかもしれません。しかし、こ
のすばらしい技術は、海外に行ってしまって、もう帰って
きません。こういったことがこれ以外にも起きているの
です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
M&A「第三者承継」、マッチングの情報量が少なすぎる

ので、情報の流通について、ロータリーでやれるといいの
ではないかと芹澤さんに以前お話ししました。 

M&A センターなどの大手仲介会社は中小零細企業を
あまり相手にしません。持っていく仲介手数料は 1 件最
低 2,000万円と言われています。会社を譲りたい、承継
したい、と思っている人が高額な仲介手数料のため躊躇
してしまい、承継がすすみません。この中小零細企業の層
への担い手がいないかと僕も調べました。そうしたらあ
ったんです。僕はそこにコンタクトをとって、ジョイント
することを決めて話を進めました。中小零細企業だけに
特化したM&A(第三者承継)をやっていきたいなという思
いを実現することが可能となりました。 
この第三者承継の必要性には問題点が 3 つあります。

マッチング前はそもそも情報がない、また、準備しておく
ことが必要で、また、そもそもマッチング自体してないの
が一番大きな原因です。また、マッチングの際、資金を融
通するために、銀行にお願いしてお金を借ります。今はあ
まりやらないかもしれませんが、昔、融資する際は、個人
保証、個人担保をとられます。銀行は個人保証を入れてい
るため、なかなか担保が外せないということがあります。 

3つ目として、承継後、合併をしたものです。これもや
はりなかなか経営統合というのが難しいです。どれも、や
はり事前の準備がないからというのが一番問題です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
私の会社も跡取りがいないので、マーケットを全国拡

大していますが、まさに自分にも直面している問題です。
自分のときに何を考えたかというと、会社の価値がどう
なっているのか、買ってくれる会社から見たときに、こ
の体制で安い、買いやすいな、儲かりそうだなと思って
もらえる、そんな仕組みにしておかなければいけないと
気づきました。 
このみなと RC の先輩方の中には既に事業承継が済ん

で息子さんが社長や専務をされている方は多いと思い
ます。承継が進まない理由の一つは、やはり高齢化です。
僕は 70 になって子供が二十歳なので、まだまだ僕もや
らなければいけません。このグラフを見てよくわかると
思うのですが、年齢のことは私自身もすごくジレンマが
あります。これは恐らく経営者の方は皆さん同じ気持ち
だと思います。 
中小企業の現状、負のスパイラルは本当に始まってい

ます。環境の変化、超少子高齢化、後継者不在によって
業績は悪化、会社は倒産、清算、雇用喪失、経営悪化、
技術消滅。これが今の実態です。本当になくなってしま
う前に、手遅れになる前に。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
優良企業が毎年消えていくという諦め倒産、諦め廃業、

これを何とか無くしたいなという気持ちでおります。第
三者承継の支援の現状は、こんな風に書いてあります。
380 万社のうちの 50 万社は中小といっても大きい大企
業に近い所です。こういった企業は、大手のメガバンク
や、M&Aの会社が手数料を取れるからといって飛びつく
ようにフィーを取りにいきます。私はやるとしたら FA方
式、個々にちゃんとアドバイザーがついてやっていくと
いうのが恐らく一番いいと思います。 
残り約 330万社は、小規模の仲介です。仲介人(FA)と士
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業の専門家で承継作業をきちっとできるよう道筋をつけ
てやっていけるだろうなというふうに考えています。現
在、その枠組みも進んでおります。 
 私は日本的 M&A推進財団と、ジョイントすることを決
めました。全国で 800名余りの情報を持たれている士業
の方々のネットワークです(主に税理士)。売りたい、買い
たい、といった情報を多数持っています。こういった情報
を整理して取組んでいきたいと思っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
弊社独自では、沖縄から東北までの地域で連携を検討

しております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こちらが第三者承継の教科書でございますので、こう

いったものを手に取り、ごらんになっていただければと
思います。 
実際、この本の中では、130 年続いたかまぼこ屋さん

が、身内ではなく、このかまぼこの大ファンだった女性
が、今社長となった話が紹介されています。こういったこ
とをどんどん知っていただいて、広めていただきたいな
というのが今日の私の卓話のお話でございます。 
まさに歴史という縦糸を次世代に承継していく為に、

M&A いう手段ではありますけれども、やはり新しい人
材でこういった手段を使って横糸を入れていくような
新たな歴史を創造していく手段の一つとして第三者承
継があるんだということを皆さんにお伝えして卓話を
終わります。ご清聴いただきましてありがとうございま
した。 

 
 

 

 

 

 

第３回創立６０周年記念事業実行委員会議事録 

 

とき  12月 13日（金）13:35～ 
ところ 名古屋マリオットアソシアホテル 

     17階「桐」 
出席者 棚橋 室原 寺本 芹澤 鈴木 梅田 

杉江 長瀬 沼野 加藤(嗣)  加藤(昌) 
猪子 藤掛         13名 

議事録作成者 長瀬 
 
１．会長挨拶（棚橋 顯） 
・前回から 1ヶ月ほど時間が空いていて、その後の状
況が変わってきているので、本日はぜひここで議論を
また活発に進めていただきたい 
 
２．会長エレクト挨拶（室原 國彦） 
・前回の年次総会で理事役員の承認をいただき感謝
申し上げる。猪子会長ノミニーも参加されているので、
3 ヶ年の計画的な運営もよりやりやすくなっている
ので、引き続き、ここで議論を詰めていただきたい 
 
３．創立 60 周年記念事業 準備作業進行状況につい
て（寺本 善雄） 
・その後各部会で議論がそれぞれ進んでいるので、本
日議題を持ち寄り、ここですり合わせをしていきたい 
 
４．記念式典について（加藤 昌哉） 
・現在候補に入れているアトラクションは予算の範
囲内に収まる目算である 
・内容にインパクトがあっていいが、会場の制限が問
題となるので、現在ホテルに確認中・内容として問題
ないと思うが、全体の進行・時間配分を考えて最終的
に決定とする方向で進める 
 
５．記念事業について（長瀬 廣幸／藤掛 誠一郎／加
藤 嗣郎） 
1)［11/12(火) 寺本・室原・沼野・藤掛４名で能登訪
問報告］ 
・「もとやスーパー」の現地訪問を通して、あらためて
現地の惨状を目の当たりにしたが、ここを現地の復興
のシンボルとしたい、地域に光を当てていきたい、と
いう本谷社長の熱い想いに触れ、感銘を受けた。東急
ホテルやドン・キホーテなども支援に名乗りを上げて
いるくらい注目度は高い 
・輪島 RCへの例会にも参加してお話を伺った。発生
当時から比べて１１ヶ月経っているが、仮設住宅・ラ
イフラインがたとえ少しでも復興が進んでいるだけ
で、気持ちは随分前向きになっており、輪島市内はま
だ軽い方だと考えているとのこと 
・先日震度 5強の余震があったが、被害報告は特段な
かったとの報告が入っている 
 
2)［11/21(木) 金沢みなと RCとのオンライン会議］ 



 6 

・当クラブとしては、もとやスーパーの周辺地域の復
興を、金沢みなとRCと一緒に｢人と人とが繋がれる、
将来に亘って継続できる支援事業はないか｣ を軸に
現在討議を進めている 
・事前に現地の方々のヒアリングを試みようとした
が、元々人に弱みを見せない地域性があるため、なか
なか生の意見を拾うことが難しい 
・金沢みなと RC からは、「クラブ内での熱量を上げ
ていくようお願いしたい」「継続的に互いの関係が継
続できるような事業として欲しい」というご意見をい
ただいている 
 
3)［総論］ 
・記念事業としての位置づけとしては規模的に無理
があり、むしろクラブで取り組むべき社会奉仕事業の
スケールになってきている感がある 
 ⇒ そこで、一括して事業を完結させるのではなく、
これを“皮切り”としてスタートとするきっかけにし
てはどうか？ 
・相当吟味しないと事業全体のイメージが具体化で
きてこないので、会員全体のコンセンサスを取ること
が肝要 
・いますぐ「何をやるのか」を決めることは難しいか
もしれない、物理的な支援なのか心的支援でいくのか、
の議論を詰めていく必要がある 
・みんなでやることでメンバーの間に「奉仕の心」が
生じるような事業にしたい 
・ロータリーは単年度で運営されているので、事業も
単年度で予算化し実施されているので、次年度以降の
会長の方針を“縛る”のはまた少し違うような気がす
る 
 ⇒ ＲＩの方針として、「３ヶ年計画」を１つの単位
として動くように新しい動き方になってきているた
め、まず３ヶ年度運営を１つの区切りとして考えても
いい 
・ニーズは刻々と変わっていくと思われるので、絶え
ず情報収集を続いていきながら、事業の具体的方向性
を探っていくのがいいのではないか？ 
・12/23 の Zoom 会議でさらに金沢みなと RC のお
話を聞きながら、何ができるのかを探っていく、同時
に北川先生の方も話を煮詰めていきたい 
・地区の社会奉仕委員会に発信して共有して、クラブ
単位ではなく地区でできることを 検討してもいいか
もしれない 
 
※次回 第４回 会議予定： 
          2025年 2月 21日(金)13:40～ 
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月 日 今後の例会予定 

12 20 
例会変更 
忘年家族会 12/19（木） 
         16F「アゼリア」 

27 休会 

1 

3 休会 
10 港友例会     17F「コスモス」 

17 
卓話       17F「コスモス」 
名古屋掖済会病院 
看護師 休石 直美様 

24 
卓話       17F「コスモス」 
人材開発オフィス  M'S Moment 
代表 川地 美仲子様 

31 
卓話       17F「コスモス」 
愛知産業大学経営学部 学部長、 
総合経営学科 教授 石橋 豊様 

2 

7 港友例会     17F「コスモス」 
14 休会 

21 
例会変更 
西名古屋分区 IM 2/20(木) 
名古屋観光ホテル 

28 
卓話       17F「コスモス」 
名古屋大学大学院 
医療系研究科   宮田 一志様 
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